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［当社の概要］
リョーシンは社会と自然環境を考え，次世代を担う
企業として “継続可能な循環型社会の創造” を目指し
ています。
社会から排出される廃棄物の処理には，多種多様な
方法があります。当社はこれまで建築廃材の中から，
石や金属類などの重量物と紙や繊維，ガラス，木くず，
廃プラ等を選別するリサイクルシステムを主に扱って
いました。しかし近年では廃家電，電気設備のような
有価金属や非鉄金属，樹脂材などを含む産業系廃材を
処理する設備を扱う事が多くなってきています。様々
な廃棄物を破砕し，その中からお客様が望む有価物を
選別し，再利用できるリサイクルシステムを提供して
おります。
一例として，廃家電を破砕し，内部にある制御基板
などの構成金属類から，銅やアルミ，プラスチックな
どを瞬時に識別し，分類精度を高める光学式選別機の
導入を進めています。（写真A）。これは近赤外線や電
磁センサー，色彩センサーなどを組合せ，通過する材
料の特徴から選別を行うものです。（写真B）これら
の選別作業は廃棄物の中から特定の樹脂材や有価金属
を精度よく選別し，価値のある材料だけを残し再利用
することが可能になり，より良い循環型社会を創るこ
とに役立っています。
［産学連携について］
当社では約５年前，Ａ大学の協力を得て，ミスト装置
の研究に取り組んだことがあります。テーマは「イオン
化ナノバブル水の粉塵除去効果に関する研究」で，非
常に微小なミスト水が，周囲の粉塵を吸着して，沈降さ
せる効果を期待した研究でした。研究の結果，ミストサ
イズが５μm以上の時にその効果が見られる事が解りま
した。廃棄物の処理場では処理場外部への粉塵の発散
防止や作業場内の環境改善の為，ミスト噴霧を行って
います。そこでその技術を商品化に結び付けています。
写真Ｃは，当社が提供している破砕機上部に設置し
た低圧型ミスト装置の実施例です。
このように私たちが普段不便を感じながらも進める
実作業に技術的な裏付けを得て改善していく事は，産
学連携の有意義な成果であると考えています。
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